
薬剤名 対象病害虫 使用量（/10a） 使用時期 使用回数

ダントツH粉剤DL
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類/ｶﾒﾑｼ類
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ/ﾏﾒｼﾝｸｲ
ｶﾞ/ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

4kg

ダントツフロアブル ｱﾌﾞﾗﾑｼ類/ｶﾒﾑｼ類 0.8ℓ

トレボン粉剤DL

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類/ｶﾒﾑｼ類
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ/ｼﾛｲﾁﾓ
ｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ/ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ
/ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

4kg 収穫14日前まで 2回以内

スタークル粉剤DL 3kg

スタークル液剤10 0.8ℓ

収穫7日前まで 3回以内

ｶﾒﾑｼ類/ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ
/ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ

収穫7日前まで 2回以内
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ＪＡ福井県

令和6年9月2日
～JA福井県産大豆の単収アップを目指して！～

１．畝間かん水の実施（9月中旬頃まで）

２．害虫防除の実施

★防除についてのお問

い合わせは、各営農指

導員まで。

開花 収穫

大豆の子実肥大には水が必須

子実の発育(重さ)アップ

 乾燥ストレスは莢数や粒数の減少につながる。

 10日以上降雨が無かったり、上位葉が裏返り

だしたらかん水を行いましょう。

 莢や子実への病害虫被害を防ぐため、適宜防除をしていきましょう。

 農薬は葉の表裏や莢など至る所に行き届くような散布を心掛け、安全使用基準に留意しましょう。

（7月下旬〜） （10月中旬〜）

畝間かん水の実施

９月中旬頃まで

 早朝や夕方にかん水し、圃場全体

に水がいきわたったら速やかに排

水し、排水不良による根腐れなどが

起きないよう気を付けましょう。

(9月中旬)

莢の発育(長さ)アップ

台風10号は、熱帯低気圧に変わりましたが、

農作物への被害等は無かったでしょうか。

これまで気温の高い日が続いています。開花

期以降、降雨も少なく土壌も乾いています。今

後の降水量や土壌状況をみながら、畝間かん

水に努めましょう。台風による降水量が多く大

豆圃場が浸水・冠水した場合は、台風通過後

に速やかに排水しましょう。日中の農作業は、

水分補給や休憩をとるなどの熱中症対策を行

いましょう。

高温が続いており、カメムシ被害の多発が懸念されます。防除の徹底を!!

畝間かん水の効果

(9月)

暗渠栓の開閉

【8月の気象状況】
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【8月】

平均気温 ： 高い（平年比＋1.6℃/日）

降 水 量 ： 少ない（平年比55%）


